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　関門海峡を挟む下関と北九州両市の行政が
「関門特別市」という考え方を研究し始めてい
ることが、今年になって大々的にマスコミ報道
されています。
　どうやらこの考え方は、両市が県をまたがっ
て合併して、関門「市」ではなく関門「特別市」
になろうということのようです。特別市などと
いう制度は現在の日本にはないのですが、これ
は将来の道州制を睨んで考え出されたもののよ
うです。

● 特別市構想と道州制構想
　いま、国と市町村の間には県という中間の行
政単位がありますが、この「県」をなくして、
もっと広域な「州」という括りを作ろうという
のが道州制の考え方です。まだ決まったわけで
はありませんが、例えば、九州地方の各県をな
くして九州という一つの単位にするとか、中国
地方の５県は全体で中国州にするとかいったこ
とが検討され始めています。
　「特別市」の考え方は、この「州」から独立
して州と同格に近い権限を持つ特別な市、とい
うもののようです。一つの都市があたかも州の
ような存在になるわけです。

● 関門地域と特別市
　現在の九州の交通軸（高速道路や新幹線など）
は、西軸と横断軸は比較的整備されていますが、
東軸がまだ弱いです。その結果、福岡市が人や
モノの流れの中心となっています。しかし東軸
が整備されれば、東西両軸が結節する北九州市
が九州の中心になれる可能性があります。とこ

ろが道州制が敷かれてしまいますと、おそらく
福岡市が州都に位置付けられますから、北九州
市の九州中心化の野望は大きく後退することに
なります。
　一方下関市は、道州制が敷かれれば中国州（あ
るいは中・四国州）の端になります。州でさま
ざまな地域戦略を立てる場合、端の下関はサブ
的位置付けとなり、しかもその先の地域（九州）
との関連があまり考慮されなくなってしまいま
す。しかし実際は、観光でも物流・交通でも、
九州との関わり抜きに下関の発展はあり得ませ
ん。
　今後交通軸が整備されれば、北九州市が九州
の東軸と西軸の結節点になれるように、下関市
も中国地方の山陽軸と山陰軸の結節点になれま
す。そしてこの２つの結節点を結節しているの
が関門海峡です（右ページのイメージ地図参
照）。もし両者が一つになれば、「九州の」福岡
や「中国州の」広島よりもランクが上の、州を
またがった西日本の重要地域と位置付けられる
可能性も出てきます。しかし単に両市が合併し
ただけでは、一政令指定都市としてどちらかの
州の端っこにポジショニングされてしまい、西
日本の重要地域を目指す地域戦略上何かと不都
合が生じます。ですから州から独立して、特別
市として独自の前向きな戦略を持ちたいわけで
す。

● 関門が特別市になれる可能性
　ただ、両市が合併しても人口はわずか130万
人弱です。例えば東京23区という巨大な都市が、
日本の首都という特殊性も鑑みて東京市として
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